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本章では、同一質量・サイズのソイルペレットを製作して、破壊に至る圧縮荷重と摩耗と
の関係を明らかにすることに焦点を当てた。このソイルペレットに垂直圧縮荷重試験と、段
階的に荷重を加えた圧縮摩耗試験を行い、破壊プロセスを観察した。 
 ソイルペレットの均一性について検討するため、同じ土質の土粒と垂直圧縮加重試験によ
り比較した結果、土粒の降伏応力とひずみ量の関係は不均一であるのに対し、ソイルペレッ
トの 94％は同じひずみ量で破壊した。ソイルペレットの垂直圧縮加重試験を観察すると、1
番目の圧縮応力のピークでソイルペレットの中心部に垂直方向に亀裂が入り、亀裂の拡大
とともに圧縮応力が低下したが一気に壊滅的な破壊には至らなかった。 
 荷重を加えた圧縮摩耗試験では、垂直圧縮加重試験同様にソイルペレットの中心部に亀
裂が入り、亀裂の拡大とともに一気に壊滅的に破壊される様子が捉えられた。また、圧縮摩
耗試験では段階的に加えた荷重量とソイルペレットの破壊に至るまでのペレットの回転数に
は対数的な相関関係があった。 
 
結論 
垂直圧縮荷重は、ソイルペレットに垂直荷重を適用するだけであるのに対して、往復圧
縮荷重を加えた圧縮摩耗試験ではソイルペレットは円周方向の接触点に動的荷重を加え
るため周方向に静的荷重と動的荷重を加えることになる。これにより、土粒子間の結合強度
が低下し、ソイルペレット内部の土粒子間に亀裂が発生し、ソイルペレットが一気に破壊す
ると考えられた。これは、粉砕容器内の土粒を粉砕した粉砕ロッドの質量と容器の回転との
関係を示唆している。 
本研究の成果により土粒の粉砕のメカニズムが解明されたことで、粉砕装置としての回転
機構の検討や、せん断・摩耗・圧縮衝撃力をより効率的に土粒に与える手法の改善など、
装置の小型化、製造コストの削減、粉砕効率の向上、省電力化など装置の進化を考えた設
計変更を可能にするものと考えている。 
 
